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　　　　　　　　　ま　め　ま　き
　2月3日の節分の日に、保育所でまめまきが行われました。

　子供たちは、今年1年病気やけがなどをしないように、そして福を招くよう

に元気いっぱい、一生懸命に鬼にまめをなげていました。
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ご期待くだ“サノ平成8年2月完成予定

町
民
の
憩
い
と

　
　
ふ
れ
あ
い
の
広
場

～
多
目
的
な
総
合
文
化
会
館
～

　
週
休
二
日
制
が
定
着
し
、
余

暇
時
間
が
増
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
物
質
的
な
豊

か
さ
か
ら
精
神
的
な
豊
か
さ
へ

と
変
化
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
町

民
の
み
な
さ
ん
に
、
文
化
や
芸

術
に
触
れ
る
と
共
に
参
加
す
る

チ
ャ
ン
ス
を
提
供
す
る
場
、
そ

し
て
町
民
相
互
の
親
睦
と
交
流

を
つ
く
る
場
、
な
ど
様
々
な
願

い
を
込
め
て
、
多
目
的
な
総
合

文
化
会
館
の
建
設
に
入
り
ま
し

た
。
別
世
紀
と
い
う
新
し
い
時

代
に
ふ
さ
わ
し
く
、
皆
さ
ん
に

親
し
ま
れ
利
用
し
や
す
い
施
設

を
目
標
と
す
る
こ
の
建
物
は
、

町
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

他
に
自
慢
で
き
る
施
設
と
な
る

こ
と
で
し
よ
う
。
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要
　
　
　
　
ω

○
所
在
地

大
字
千
代
字
萩
山
南
三
二
五
番
地
一

　町立

幼
稚
園
及
び
保
育
所
西
側

o
開
発
面
積

　
一
五
、
一
七
八
㎡

○
建
築
面
積

　
平
屋
一
部
四
階
建
（
ホ
ー
ル
棟
）

　
四
、
五
二
三
・
七
一
㎡
（
延
床
面
積
）

　
　
　
　
　
　
　
　
平
面
図
参
照

O
完
成
予
定
期
日

　
平
成
八
年
二
月
二
八
日

o
施
　
行

・
建
設
工
事
　
熊
谷
・
小
川
特
定
建
設

　
　
　
　
　
工
事
共
同
企
業
体

・
機
械
設
備
　
株
式
会
社
　
大
氣
社

・
電
気
工
事
　
株
式
会
社
長
井
電
機

o
設
計
監
理

　
株
式
会
社
大
栄
建
築
事
務
所

o
施
設
内
容

　
ホ
ー
ル
・
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
・
図
書
館

　
（
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
の
三
部
門
が
一

　
体
化
し
て
い
る
。

★
会
館
ホ
ー
ル
の
部

o
観
客
席
数
…
八
一
二
席

　
　
う
ち
固
定
席
　
四
〇
三
席

　
　
　
可
動
席
　
三
九
六
席

　
　
　
車
椅
子
席
　
　
四
席

　
　
　
母
子
席
　
　
　
九
席

※
可
動
席
を
収
納
す
る
と
約
二
二
六
㎡

　
の
フ
ロ
ア
ー
が
誕
生
し
ま
す
。
こ
こ

　
で
は
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
ヨ
ガ
な
ど
の

　
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
可
能
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平面図

　
と
な
り
ま
す
。

○
リ
ハ
ー
サ
ル
室
…
器
楽
の
練
習
や
音

　
楽
鑑
賞
の
場
と
も
な
り
ま
す

○
楽
　
屋
…
大
小
四
室

★
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
部

O
会
議
室
…
二
室
（
五
十
人
用
と
百
人

　
用
の
二
室
で
す
が
間
仕
切
を
開
放
す

　
る
と
百
五
十
人
用
と
な
り
ま
す
）

O
研
修
室
…
二
室

O
技
術
室
…
一
室
（
陶
芸
や
木
工
教
室

　
と
な
り
ま
す
）

O
和
　
室
…
二
室
（
生
花
や
茶
道
が
で

　
き
ま
す
）

○
事
務
室
・
応
接
室

O
展
示
コ
ー
ナ
ー

★
図
書
館
（
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
の
部

〇
一
般
閲
覧
室
…
七
五
〇
㎡
（
蔵
書
約

　
二
万
冊
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

O
児
童
図
書
室

O
お
話
コ
ー
ナ
ー
…
（
絵
本
や
童
話
の

　
朗
読
が
で
き
ま
す
）

O
軽
食
喫
茶
コ
ー
ナ
i
…
（
読
書
の
あ

　
い
間
や
待
ち
合
せ
時
問
に
コ
ー
ヒ
ー

　
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
）

◎
愛
称
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

　
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
利
用
さ
れ
る
施

　
設
と
な
る
た
め
愛
称
を
募
集
い
た
し

　
ま
す
。
募
集
要
領
等
は
広
報
こ
う
な
曽

　
ん
五
月
号
で
発
表
い
た
し
ま
す
の
で

　
今
か
ら
考
え
て
お
い
て
下
さ
い
。

◎
よ
り
多
く
の
方
に
御
利
用
預
く
為
に

　
文
化
会
館
に
関
す
る
提
案
や
ご
意
見

　
が
あ
り
ま
し
た
ら
町
企
画
課
へ
お
寄

　
せ
下
さ
い
。
（
手
紙
か
F
A
X
三
六
ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
二
二
七
二
に
て
お
願
い
し
ま
す
）
　
　
ー
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三
月
一
日
、
任
期
満
了
に
と
も
な
う
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
が
二
月
十
四
日
告
示
さ
れ
、
現
職
十
六
名

と
新
人
四
名
の
二
十
名
が
立
候
補
い
た
し
ま
し
た
。

　
届
出
の
あ
っ
た
候
補
者
数
が
当
該
選
挙
す
べ
き
数

を
超
え
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
無
投
票
に
て
全
員
の
方

が
当
選
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
四
年
問
、
町
民
の
代
表
と
し
て
、
町
政
を
担

う
二
十
名
の
新
議
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
受
付
順
・
敬
称
略
）

新井豊子上　勝　義

高橋良男篠田正勝

町
議
会
議
員
名
簿
簸
称付
略順
）

、
番
　
薄

‘現・

の　驕 候　補　者　氏　名 性別 住　　　　　所 年齢 党　　　　派

1 新 新　　井　　豊　　子 女 江南町大字上新田404 41 無　　所　　属

2 現 井　　　上　　　勝　　　義 男 〃　　小江川1544 68 〃

3 新 高　　　橋　　　良　　　男 男 〃　　押　切2647－5 47 〃

4 現 篠　　　田　　正　　勝 男 ’　　　〃　　三　本1440－3 59 〃

5 現 冨　　　田　　　利　　　夫 男 『
　 〃　　千　代370－2 50 公　　　　　　明

6 現 尾　　　島　　　　茂 男 〃　　板　井625－2 42 日本共産党
7 現 篠　　崎　　　長　　司 男 〃　　成　沢506－2 69 無　　所　　属

8 現 鎌　　　塚　　　義　　　一一 男 〃　　樋　春120－1 70 〃

9 現 岡　　　田　　　政　　　秋 男 〃　　野　原404 65 〃

10 現 三　　　田　　　清　　　一 男 〃　　板　井1611 46 〃

11 現 寺　　　山　　孝　　作 男 〃　　板　井489 56 〃

12 現 持　　　田　　　知　　　丈 男 〃　　押　切325 67 〃

13 現 吉　　　沢　　　淳　　　次 男 〃　　須賀広566 64 〃

14 現 小　　林　　　　守 男 ．．　　〃　　小江川635－1 67 日本共産党
15 現 杉　　　田　　　彌　　　平 男 〃　　小江川894 73 無　　所　　属

16 現 折　　　川　　　高　　　一 男 〃　　御正新田1067－2 75 〃

17 新 石　　　嶋　　　　正 男 〃　　御正新田1291－1 56 〃

18 新 小久保　　秀　　夫 男 〃　　千　代463 61 〃

19 現 飯　　　罵　　敏　　宏 男 〃　　　塩1022－1 54 〃

20 現 柴　　　田　　　清　　　次 男 〃　　御正新田481－2 47 〃

（4）



鎌塚義一

持田知丈

折川高一

柴田清次

欝誇

篠崎長司

＼
寺山孝作

杉田彌平

飯鴬敏宏

、

尾島　茂

　三田清一

小林　守

小久保　秀　夫

冨田利夫

岡田政秋

．吉沢淳次

石嶋　 正
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一
月
十
九
日
付
の
回
覧
に
て
「
兵
庫

県
南
部
地
震
た
す
け
あ
い
」
義
援
金
を

募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
暖
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、

協
力
者
二
、
八
○
八
件
（
う
ち
法
人
六
件
）
、

総
額
三
、
一
五
三
、
七
〇
〇
円
と
い
う

多
く
の
義
援
金
が
集
ま
っ
た
こ
と
に
対

し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
集
ま
り
ま
し
た
義
援
金
は
、
江
南
町

社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
、
日
本
赤

十
字
社
へ
寄
託
し
た
こ
と
を
報
告
い
た

し
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
二
月
十
六
日

に
町
民
の
皆
さ
ん
を
代
表
し
て
区
長
会

長
よ
り
町
長
に
目
録
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

総額3，153，700円

協力者 2，808件
（うち法人6件）

異
庫
県
南
部
地
震

　
た
す
け
あ
い
義
橿
盒

銅土法あ宿出面積が変わ鱒ました
平成7年2月1日から、国土利用計画法に基づく、埼玉県内の届出対象面積が変更になりました。

なお、以下の区分に従って一定面積以上の土地取引には、国土利用計画法に基づき、事前の届出（事前確認）が、

引き続き必要ですので、ご注意ください。

区　　　　　　　　　　　　　　　分 変　　更　　前 変　　更　　後

市　　　　街　　　　　化　　　　　区　　　　域 300m2以上 2，000疑以上

埼 5，000m2以上
ρ

都
市街化調整区域（以下の特定区域を除く） （｝部区域に？．いて

は500m2以上）
5，000癬以上

卿　　一　　榊　 甲　　卵　 葡　　騨　　騨　　一　 曹　雪　り　 輌　　騨　 o　 酔　一　 一　　曹　 膳　　一　　嘩，　一　　噂　 脚　　一　“　噛

玉 市 ※　八潮市、三郷市の市街化調整区域全域

※　川口市、浦和市及び岩槻市の市街化調整区域のう

県
計

ち高速鉄道東京7号線沿線関係の特定区域

画 ※　川越市、飯能市、狭山市、入間市、坂戸市、鶴ヶ

島市、日高市及び川島町の市街化調整区域のうち首
500m2以上 2，000認以上

内 区
都圏中央連絡自動車道の事業化区間のインターチェ

域 ンジ関係の特定区域

全 （特定区域については、下記へお問い合わせください。）

域
未　線　　引　　き　都　　市　計　　画　　区　域 500m2以上 5，000醒以上

都　　市　　計　　画　　区　　域　　外
　10，000m2以上
（一部区域は500m2 10，00蟹以上

または2，000m2以上）

　　　　　　　　　　　　　　　　　指定期間　平成7年2月1日から平成8年3月31日
＊詳細については、下記の国土利用計画法担当窓口へお問い合わせください。

　埼玉県熊谷土木事務所（盈33－8778）　役場企画課（智36－1521内線221）

　埼玉県住宅都市部土地行政課（魯048－830－5470）

（6）
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卜彫，77凶

税の申告はお済みですか

身近かな詰題、．ホットなニュー凶をお奇運く1にδい。

　平成6年分の町・県民税申告、所得

税確定申告が、2月16日から町民体育

館会議室で始ま『）ました。

　まだ申告がお済みになっていない人

は、3月15日までですので、お早めに

済ませてください。

嚢蕪

翻

食品展示交換会

　1月31日、勤労福祉センターにおい

て、農村婦人健康教室・ふるさとの味

伝承士のみなさんで食品展示交換会が

行われました。

　これは、自宅で生産した農産物を利

用した料理をもちあい試食するという

ものです。

　この日は、73品のおいしそうな料理

が展示されていました。

　　ガヤ　　　は　　ゆ　ヘ　ズ
・蒸鰯一」議煮　濠
　、、〆謎　鋸韻「ヤ

轡諏一一キー・

　　麟

『
灘
、

慰曙

誤「
農羅黙

灘
厭
藤

繊

　
　
講

　
礁

瓢
　
　
3
葬

廃家電製品からフロンを回収

　オゾン層を破壊する原因の1つにあ

げられている、フロンを回収する装置

禦撃麗響隷鎧●
ました。

　一般家庭から廃棄される冷蔵庫やエ

アコンの冷媒として多く利用されてい

るフロン12・22を、この装置によって

あわせて年問500キログラム前後回収

できるということでした。

馳麟

交 流 ム
π

　2月8日、南小のっどいルームで江

南南小3年生と江南コーラスとの交流

会が行われました。

　この会は昨年から実施されていて、

3年生全員と江南コーラス16人が参加

し、歌や楽器の演奏の交歓会を行うと

いうものです。

　交流会に参加した人たちは、楽しい

午後のひとときを過ごしました。



「
結
核
の
予
防
と
対
策
」

●
年
に
五
万
人
近
い
新
患
者

　
結
核
は
過
去
の
病
気
で
あ
っ
て
、
も

う
恐
い
も
の
で
は
な
い
、
と
思
わ
れ
て

い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
第
二

次
世
界
大
戦
前
後
ま
で
は
、
わ
が
国
で

は
毎
年
十
万
人
以
上
が
死
亡
し
、
新
し

い
患
者
が
数
十
万
人
発
生
し
て
い
ま
し

た
が
、
国
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
こ
こ
三
十
年
ほ
ど
の
間
に
激
減
し

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
で
は

年
に
五
万
人
近
い
新
し
い
結
核
患
者
が

発
生
し
て
お
り
、
県
内
で
も
平
成
五
年

に
は
、
｝
、
七
六
三
人
の
結
核
患
者
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
治
療
中
や

経
過
観
察
中
の
人
が
七
、
二
六
一
人
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
ま
だ

結
核
は
油
断
で
き
ま
せ
ん
。

●
高
齢
者
に
多
い
結
核

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
結
核
菌
は
し
ぶ
と
い
菌
で
、
治
っ

た
あ
と
も
長
年
体
内
に
潜
ん
で
い
て
、

高
齢
や
他
の
病
気
に
よ
っ
て
宿
主
の

免
疫
が
低
下
す
る
と
再
び
活
動
を
始

い

め
発
病
し
、
感
染
源
と
な
る
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
特
に
高
齢
者
は
、
微
熱
、

せ
き
や
た
ん
の
症
状
が
長
引
く
と
き
は
、

結
核
の
疑
い
が
あ
る
の
で
き
ち
ん
と
検

査
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
発

見
が
遅
れ
る
と
、
ま
わ
り
の
人
に
結
核

を
う
つ
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
早

く
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
結
核
を
予
防
す
る
に
は

　
結
核
は
過
労
、
睡
眠
不
足
、
栄
養
不

足
に
よ
り
体
力
や
抵
抗
力
が
弱
ま
っ
た

時
、
発
病
し
や
す
い
の
で
、
日
常
の
健

康
管
理
が
大
切
で
す
。
疲
れ
を
た
め
て

過
労
に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
た
り
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
っ
た
り
、

適
度
な
運
動
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

・
つ
。　

ま
た
、
年
に
一
回
は
自
ら
健
康
診
断

を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
町
で

毎
年
八
月
に
実
施
し
て
い
る
基
本
健

康
診
査
な
ど
を
ぜ
ひ
受
診
し
、
結
核
の

早
期
発
見
に
努
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

由
口糸・

つ
。

核
、
－

　
な
お
、
結
核
の
予
防
接
種
と
し
て
乳

幼
児
や
中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
に
、

B
C
G
を
接
種
し
て
お
り
ま
す
が
、
接
「

種
す
る
時
期
は
第
一
回
が
四
歳
未
満
、

第
二
回
が
小
学
校
一
年
生
、
第
三
回
が

中
学
校
一
年
生
で
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

が
陰
性
の
人
に
接
種
し
て
い
ま
す
の
で
、

受
け
る
よ
う
に
努
め
て
下
さ
い
。

　
二
月
五
日
、
苗
場
ス
キ
ー
場
を
会
場

に
町
民
ス
キ
i
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　

当
日
は
八
十
一
名
が
参
加
し
バ
ス
ニ

台
で
早
朝
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
初
心
者
を
対
象
と
し
た

ス
キ
ー
教
室
が
行
わ
れ
、
プ
ル
ー
ク
、

ボ
ー
ゲ
ン
な
ど
基
本
的
な
実
技
講
習
を

行
い
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
し
た
人
た

ち
も
基
本
を
身
に
つ
け
、
午
後
に
は
上

手
に
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
絶
好
の
ス
キ
ー
日

和
り
の
中
で
皆
楽
し
く
ス
キ
ー
を
行
い
、

充
実
し
た
教
室
に
な
り
ま
し
た
。凝〆　．，毒レ・

　　　　騨葦炉回

§癖

翻
認

愚囎，

“轟。講

纏
讐

㌻繋、懸
答
議

（8）



り

ゐ、るさと

再発見

地
名
は
語
る

　
ひ
え

「
冷

　
彼
岸
が
近
づ
く
と
そ
ろ
そ
ろ
農
作
業

の
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。
私
達
の
国
の

歴
史
に
は
米
造
り
と
そ
の
独
特
の
変
遷

が
背
景
に
あ
り
ま
す
。
既
に
弥
生
時
代

の
中
に
本
州
の
北
端
青
森
県
ま
で
田
圃

が
、
米
が
伝
播
し
て
い
ま
す
。
現
在
と

同
様
な
稲
田
の
風
景
が
当
時
か
ら
見
ら

れ
人
々
の
目
と
心
に
焼
き
つ
き
、
日
本

人
の
深
層
に
し
っ
か
り
と
根
づ
い
て
い

ま
す
。
約
二
千
年
の
間
、
日
本
中
で
一

度
も
絶
え
る
こ
と
な
く
米
は
造
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
云
い
か
え
れ
ば
二
千
年
間
、

幾
世
代
の
先
祖
が
苦
労
を
そ
そ
ぎ
、
知

恵
を
絞
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
開
田
、
治
水
、

品
種
改
良
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
、
経
済
の
中

心
に
据
え
た
ソ
フ
ト
面
に
多
く
例
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
江
南
町
も
例
外

な
く
先
の
よ
う
な
歴
史
を
経
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
よ
う

な
地
名
の
一
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
三
本
地
区
の
水
田
の
一
部
に
「
冷
田
」

と
い
う
地
名
が
あ
り
ま
す
。
土
地
改
良

が
完
了
し
て
い
る
た
め
昔
の
地
名
の
場

所
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
何
が
原

因
で
そ
う
呼
ば
れ
、
そ
の
こ
と
が
ど
の

よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
、
関
連
事
項

を
類
推
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
　
「
冷
田
」

と
は
文
字
通
り
暖
ま
ら
な
い
田
の
よ
う

で
す
。
原
因
と
し
て
日
照
が
悪
け
れ
ば

　
だ田

」

第50話

日
影
と
い
う
地
名
が
使
わ
れ
ま
す
の
で
、

こ
れ
は
違
う
よ
う
で
す
。
で
は
水
が
冷

え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
水
温
が
低
け
れ

ば
稲
の
成
育
に
大
き
な
障
害
と
な
る

こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
様
に
自
然
に
関
係
し
て
地
名
を
考
え

る
と
き
地
形
・
地
質
に
注
意
す
る
こ
と

が
重
要
な
視
点
に
な
り
ま
す
。
冷
田
の

場
所
は
谷
津
の
開
口
部
に
当
り
、
台
地

を
流
下
し
て
き
た
水
が
出
て
く
る
位
置

で
も
あ
り
ま
す
。
谷
水
が
溜
る
よ
う
な

土
地
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
荒
川
の
流
路
や
旧
流
路
に

添
っ
た
地
域
で
よ
く
見
ら
れ
た

伏
流
水
の
自
噴
す
る
場
所
だ
っ
た

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
か
つ

て
荒
川
の
水
量
が
多
か
っ
た
頃

川
添
い
の
沖
積
地
で
は
噴
泉
が

各
所
に
み
ら
れ
ま
し
た
。
前
の

様
な
条
件
下
で
稲
を
育
て
る
に

は
、
水
温
の
管
理
、
米
自
体
の

品
種
改
良
な
ど
苦
労
が
多
か
っ

た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

　
品
種
に
関
連
し
ま
す
が
、
ヒ

エ
ダ
は
「
稗
田
」
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。
稗
は
米
に
比
べ
れ
ば
雑

穀
と
さ
れ
ま
す
が
、
環
境
条
件

の
悪
い
場
所
で
も
収
穫
で
き
ま

す
。
暖
ま
り
に
く
い
水
田
は
冷

め
た
い
田
で
あ
り
、
水
稲
の
成

育
に
は
適
し
て
い
な
い
。
悪
条
件
下
に
耐

え
る
稗
を
栽
培
し
た
た
め
稗
田
と
呼
ば

れ
た
。
但
し
、
こ
れ
が
正
し
い
か
ど
う

か
も
っ
と
調
査
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　
「
古
事
記
」
を
編
さ
ん
す
る
際
に
す

べ
て
の
記
録
を
記
憶
し
て
い
た
と
い
う

　
か
た
り
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
え
だ
の
あ
　
れ

「
語
部
」
の
一
人
「
稗
田
阿
礼
」
の
出

身
地
と
伝
わ
る
奈
良
県
大
和
高
田
市
郊

外
稗
田
は
現
在
ま
で
水
は
け
の
悪
い
湿

田
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
共
通
す
る
地
名
が
あ
る
場
合
、
や
は

り
共
通
し
た
自
然
条
件
を
持
つ
可
能
性

は
高
い
よ
う
で
す
。
冷
田
、
稗
田
の
ど

の
文
字
を
当
て
る
に
し
て
も
悪
条
件
下

の
土
地
で
生
産
に
結
び
つ
け
る
よ
う
努

力
し
た
歴
史
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

撫瞭麟竈

嵐

縫

　　　　高齢者事業団に入りませんかノ

江南町では、今年の4月に高齢者事業団が発足となります。それ
こともない会員を募集していますので、ぜひご応募下さい。

応募用紙は、役場住民福祉課にあります。

＜問合せ＞江南町高齢者事業団設立準備委員会事務局

　　　　智36－1521（内線224）

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店か、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

3　月　の　当　番 工事　店　名 電話番号

1　・　6　。11　・16　・21　・26　・31 ㈲松本設備 36－5177

2　　・　7　　・　12　・　17　・　22　・　27 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

3　　。　8　　・　13　・　18　・　23　・　28 ㈱光栄建設 36－1052

4　　。　9　　・　14　・　19　。　24　・　29 ㈱コバヤシ 36－1206

5　　・　10　・　15　・　20　・　25　・　30 ㈲笠原設備工業所
』

36－3662

（9）



1隠瓢ハツ｛ノ

　　　〒336浦和市高砂4－18－10

　　　智048－861－5818

圏圏圏圃
いじめの根絶をめざして

一子育てはみんなの力で一

　　▽おうちの方へ
　　　子どもの話を聞いてあげてくださ

　　い。話を聞き一緒に考えてあげるこ

　　とで悩みの半分はきえるものです。

　　▽地域の方へ

　　　子供に一言ことばをかけてやって

　　ください。地域の多くの目で見守っ

　　ていくことが必要です。

　　▽子どもたちへ

　　　ひとりで悩んでいないで、お父さ

　　ん、お母さん、先生、友だち、とな

　　り近所の人などに、気持ちを話して

●
　　ください。どうしても話せない場合

　　は、江南町教育相談室（費36－1521

　　内線237）へ電話してください。

圏　圃　囮
4月から国民年金の
保険料額が変わります

圏平成7年4月から国民年金の保険
料は月額【11，700円】にな1）ます。

平成6年度分の保険料をまだ納めて

いない人は、4月中に納めてくださ

いo

■国民年金は、生活水準の変化・物

価の上昇に応じて年金給付額を増加

し生活の安定を図る仕組みになって

います。そしてその費用は、加入者

のみなさんが納める保険料と国の負

担でまかなわれています。

■高齢化が進む中で、安定した制度

の運営を図るためには、保険料の額

も毎年段階的に引き上げられており、

年金の給付と保険料の負担のバラン

スが保たれています。

平成7年4月1日から
雇用保険の新制度スタート

高年齢雇用継続給付制度

　60歳から65歳までの被保険者の人

が60歳時点の賃金額の85％未満の賃

金で雇用されているときに被保険者

に支給されます。

育児休業給付制度

　被保険者の人が一歳未満の子を養

育するための育児休業をするときに、

被保険者に支給されます。

間合せ　ハローワーク（公共職業安

　　　定所麿22－5656）か県雇用
　　　保険課（費048－830－4582）

彩の国情報ネットワークご利用を／

　県内各市役所、町村役場のロビー

に「まがたま」をイメージした丸い

端末機が設置されているのをご存じ

でしょうか。

　これが彩の国情報ネットワーク（文

化・県民活動情報提供システム）の

端末機です。

　この端末機では、県内で行われる、

文化イベントの情報、ボランティア

情報、文化施設情報が検索できるほ

か、県内の主要な17の文化会館で開

催されるコンサートなどのチケット

予約もできます。

　チケット予約は、予約できるイベ

ントを会館別、ジャンル別に一覧表

で画面表示し、わかりやすく、簡単

にイベント予約ができるようになり

ました。

　端末機の操作はタッチパネルでだ

れでも簡単にできますので、お気軽

にご利用下さい。

　また、電話（智048－728－3111）、

ファックス（FAXO48－728－7611）

でも情報サービスをしていますので

ご利用ください。

　詳しくは、県民部自治文化課

（ao48－830－2893）まで。

　　　お　知　ら　せ

　平成7年3月1日から、住民票の
続柄の記載方法が次のとおり変更に
な『）ます。

区　　　　分 改正前 改正後

嫡出子
長男、

二女等

子

特別養子
長男、

二女等

養子 養子

非嫡出子（世帯主

である父に認知さ

れている場合）

子

妻の連れ子（世帯

主が夫である場合〉

妻の長男、

二女等
妻の子

ヨ
8
『
ヨ
舞
δ
コ

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
着
て
寧
々
と
老
い
ま

じ
く
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

肩
揚
げ
の
ふ
っ
く
ら
温
し
ち
ゃ
ん
ち
や

ん
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

手
袋
の
縮
み
て
五
指
を
拒
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子

手
袋
へ
息
吹
き
か
け
て
登
校
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

式
に
出
る
娘
の
襟
巻
の
白
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

襟
巻
を
膝
に
し
軽
き
疲
れ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
花
枝

手
袋
や
亡
父
の
思
い
出
握
り
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

手
袋
を
嵌
め
グ
ー
パ
ー
と
試
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

雑
踏
の
道
手
袋
の
踏
ま
れ
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
エ

襟
巻
を
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
橋
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
芳
久

柏
手
の
済
み
て
手
袋
嵌
め
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
　
直
江

若
き
日
の
襟
巻
を
娘
に
掛
け
て
や
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

抑
留
の
想
い
を
残
す
大
手
套

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

一
月
の
指
の
先
ま
で
あ
る
抱
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

俳
句
会
⑯

二
う
を
勘

）

娘
の
ぬ
く
み
伝
は
り
て
く
る
ち
ゃ
ん
ち
　
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

や
ん
こ
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津
（

老
妻
の
心
こ
も
り
し
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
似
合
ふ
齢
な
り
傘
寿

な
り
　
　
　
　
　
　
　
柴
　
益
次
郎

襟
巻
の
モ
ヘ
ヤ
に
首
の
埋
ま
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

友
の
編
み
し
襟
巻
形
見
と
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

リ
フ
ォ
ー
ム
の
手
袋
可
愛
い
童
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
田
　
育
子

手
袋
は
我
が
身
の
一
部
守
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

準
寿
過
ぎ
せ
っ
せ
と
編
み
し
ち
ゃ
ん
ち

ゃ
ん
こ
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
　
牧
子

丹
前
に
着
替
へ
て
癒
す
旅
疲
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男



情報パツワ
隊文化祭　他

4月7日（金）～4月

午後5時30分～8
夜桜の通り・抜けを

す。

第4術科学校総務

一3554（内線411）

楽団コンサート

3月10日（劒

30分開演

ミュニティセンタ

ニス　大ホール

育委貝会

ミュニティセンタ

ス費84－6125

國圏

　
　
　
　
　
　
室

馳
　
舘
棘
時

そ
　
　
　
　
問
　
　
　
　
日

所
騨
催
剖
圖

場
　
　
入
主
問

●集
署

募
高
有

生
D
を

学
則
力

　
原
学

留
ー
の

遣
歳
上

派
3
5
以

国
～
業

中
歳
卒

期12

象

第　
　
対

（山西大学・河南大学

州大学・遼寧師範大学

連外国語学院の5大学）

7年9月から1年間
14日（日）

たま共済会館（浦和市）

22万円～27万円程度

業料・宿舎代）

18

校
人
中国
鄭
大
成
月
い
間
授
略
月
玉

　
・
・
平
5
さ
年
（
1
2
5
埼

先
間
日
所
用
員
み

学
　
　
　
　
接
　
　
　
　
　
込

留
　
　
　
期
面
場
費
　
　
定
申

※時間は、午後1時30分
対　象　一般県民

受　付　毎月1日午前8時30分から
　　　　行います。

問合せ　大里郡川本町本田5768－1

　　　　埼玉県農林公園内・植物振興

　　　　センター分室　費83－2841

　　　間伐講習会
　山林の手入れの説明、方法につい

て、間伐を中心に枝打ちなど実演を

交えて講習会を実施いたします。

日　時平成7年3月12日（日）
　　　　10日寺力・ら13日寺

場　所　勤労福祉センター

申込み　3月10日働までに、役場経

　　　　済課まで連絡して下さい。

対象山林を所有されている人、
　　　　施業に関心のある人

費　用　無　料

問合せ　役場経済課　智36－1521

　　　　寄居林業事務所東部地区林

　　　　業指導課　　奮81－0123

　航空自衛隊熊谷基地

　　　さ　く　ら　祭

圏固圃圖
農林学級（3月）

開催日 内　　　　　容 時　間

11日仕） 木工型抜き　㊥ 10：00

11日仕） 木工型抜き　観 13：30

12日（日） 木工なべしき作『）　観 10：00

12日（日） キュウリの収穫　0 13：30

15日困 ぼたもち　e 10＝00

19日（日） ミニトマトの収穫e 13：30

24日働 木工工作入門教室　e 10＝OO

～ （道具の使い方から ～

25日仕） 調味料立てまで） 16：00

26日（日） 木工工作室開放日　e 9：30
26日（日） じゃがいもの植え付け 10：00

e
30日休） じゃがいもの植え付け 10：00

e

　
　
　
　
　
　
　
般

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
e
所

　
　
　
　
　
　
　
　
、
務

　
　
　
　
　
　
　
子
事

　
　
　
　
　
　
　
親
理

　
　
　
　
　
　
　
生
管
01

　
　
　
　
　
　
　
学
園
2
3

　
　
　
　
　
　
料
小
公
一

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
林
8
3

　
　
　
　
　
　
無
⑳
農
智

　
　
　
　
　
　
　
タ
　
せ

　
　
　
　
　
　
費
対
受
酷

⊆
o
旧
冨
ε
』
〇
七
，
闘

花き園芸講座（3月）

4月9日（日）

～午後3時
隊熊谷基地

など巨木約750本

編隊飛行

などの展示

隊によるファンシ
8日（月）までに

県日本中国友好協会隊による演奏

年
時
衛
野
の
器
徒
ル
楽

7
9
自
吉
機
機
生
リ
音

成
前
空
井
空
信
空
ド
空

平
午
航
染
航
通
航
一
航

時
　
　
所
　
物

　
　
　
桜
し

日
　
　
場
　
　
催

開催日 内　　　　　容 費　罵

10日働 果樹苗木の接木を楽 600円
しむ

15日（木） 四季の花壇を楽しむ 1，000円

（春編）

17日㈲

23日休）

園芸植物の病害虫対

策
春の園芸（草花の手

無　　料

1，000円

入れ）

28日（幻 宿根アスター（タジ 500円
ヤタソウ）を楽しむ

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
一
月
中
届
出

　
押
　
　
切

　
　
　
　
ロ
え
い

　
笠
原
　
　
瑛

　
樋
　
　
春

　
　
　
ひ
ろ
　
さ

　
松
本
弥
樹

皿
御
正
新
田

　
橋
本
ほ
の
か

　
須
賀
広

　
　
　
し
ん
　
や

　
吉
田
晋
也

　
小
江
川

　
　
　
た
　
　
き
　
　
と

　
岡
部
太
輝
人

　
　
　
は
る
　
か

　
松
本
春
佳

　
板
　
　
井

　
　
　
ゆ
う
だ
い

　
南
平
　
勇
大

　
中
　
　
央

　
　
　
　
ゆ
　
み

　
田
尻
裕
美

　
　
　
あ
ん
　
な

　
平
井
杏
奈

皿

　
　
（
敬
称
略
）

　
（
）
保
護
者

三
男
　
　
（
金
壽
）

長
男
　
（
直
樹
）

長
女
　
（
良
夫
）

長
男
　
（
勝
巳
）

長
男
　
（
英
一
）

二
女
　
（
一
也
）

一
一
男
　
（
和
男
）

二
女
　
（
実
）

長
女
　
（
章
浩
）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

置
一
月
中
届
出

皿出　　皿　　凋　耶躍置

中小小萩関馬柴岩篠水月
島林島原根場田間田野中
　　　ふ　　　　　　 届

房隆ち峯正房ち右のト出
治治よ子道義か作ぶメ

73787970808293568385年
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳齢

　小野御御樋押上三成敬
塩江蒲　新　蕗
　川原田田春切田本沢）

柴
崎
き
か
　
8
1
歳

湯
本
博
子
　
5
3
歳

瀬
山
志
ん
　
7
9
歳

中
村
清
子
　
58
歳
・

平成7年　救急車出動状況町民のうごき

板
　
　
井

千
　
　
代

中
　
　
央

中
　
　
央

救急出動状況 1　月 累　計

交　　　　　通 8件 8件

一　般　負　傷 2件 2件

急　　　　　病 19件 19件

そ　　の　　他 1件 1件

合　　　　　計 30件 30件

2月1日現在

人口　12，400人　　一1

男　　6，116人　　十2

女6，284人一3
世帯　3，634世帯　十4

12，410

12，390

12，370

人／戸

3，630

3，620

3，610
11月　12月　1月　2月

（11）



　可『
』崎舳［’㎜r

、
　
　

》
吋

灘
欝

　
ド

　　　　ひろ　　　み

高橋宏実ちゃん
　平成6年4月4日生
　高橋克典・よし江さんの

二女（10ヶ月）　　須賀広

　めったに泣かない女の子
です。

　早く大きくなってお姉ち

ゃんとお外で遊びたいな。

　　　　ゆう　　　き

茂木雄生ちゃん
　平成6年5月27日生
　茂木初男・晴美さんの

長男（9ヶ月）　　野　原

　毎日元気に保育園に通っ

ているゆうくんは、パパと

いっしょのおふろが大好き。

　これからも元気で明るい

子に育ってほしいですね。掴

　　　　てい　　ひょん

岩崎太顯ちやん
　平成6年6月3日生
　趙容成・岩崎さゆりさん

の長男（8ヶ月）樋春
　『お父さんの祖国は韓国

お母さんは日本。僕は将来

お父さんとお母さんの2つ

の国の為に、役に立つ人間

になF）たいです。』

　　　　　　議
　　　　　鎌　　　　獅叢
麹1

轟
1
飾

　　　　　　ゆたか
原□　　穣ちゃん
　平成6年5月25日生
　原ロー明・富美江さんの

長男（9ヶ月）　御正新田

　カメラを向けると、泣い

ている顔もニッコリ、写真

をとるのが大好きです。い

つも笑顔を忘れない、明る

い子に育ってほしいです。

我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

桜
餅

福
田
ま
さ
さ
ん
（
成
沢
）

▼
材
　
料

　
白
玉
粉
：
…
…
　
　
　
　
…
：
一
〇
g

　
小
麦
粉
…
…
　
　
　
　
…
…
五
〇
g

　
砂
糖
…
：
：
　
　
　
：
：
大
さ
じ
％

　
食
紅
…
…
…
　
　
　
　
…
…
：
：
少
々

　
あ
ん
…
：
　
　
　
　
…
…
…
：
適
量

　
桜
の
葉
塩
漬
：
　
　
：
八
～
一
〇
枚

▼
作
り
方

①
ボ
ー
ル
に
、
白
玉
粉
を
と
り
水
％
カ

　
ッ
プ
を
ふ
り
か
け
て
ま
ぜ
、
も
み
ほ

　
ぐ
し
、
小
麦
粉
と
砂
糖
を
加
え
、
さ

　
ら
に
水
％
カ
ッ
プ
を
少
し
づ
つ
入
れ

　
る
。

②
か
た
ま
り
の
残
ら
な
い
よ
う
に
、
て

　
い
ね
い
に
ま
ぜ
の
ば
し
、
と
ろ
り
と

　
さ
せ
て
、
水
ど
き
の
食
紅
で
う
す
い

　
ピ
ン
ク
色
に
染
め
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
を
熱
し
、
油
を
う
す
く

　
ひ
き
②
の
材
料
を
長
さ
十
㎝
幅
六
㎝

　
の
長
円
形
に
う
す
く
流
し
て
弱
火
で

　
焼
く
。

　
表
が
乾
く
程
度
に
火
を
通
し
て
、
裏

　
返
し
少
し
焼
い
て
皿
に
と
る
。

④
焼
い
た
皮
の
中
央
に
あ
ん
を
の
せ
、

　
く
る
り
と
巻
き
、
塩
漬
け
の
桜
の
葉

　
を
巻
く
。

　
三
寒
四
温
は
、
中
国
北
部
や
朝
鮮
半

島
の
冬
の
自
然
現
象
で
、
こ
れ
ら
の
地

　
　
　
　
　
　
　
ニ
と
わ
ざ

域
で
い
わ
れ
て
い
る
諺
で
す
。
三
日
寒

い
日
が
あ
っ
た
後
、
四
日
暖
か
い
日
が

続
き
、
こ
れ
を
交
互
に
繰
り
返
す
と
い

う
も
の
で
す
。
寒
暖
に
七
日
く
ら
い
の

周
期
が
あ
る
わ
け
で
す
。
日
本
で
も
み

ら
れ
る
現
象
で
す
が
、
中
国
北
部
や
朝

鮮
半
島
よ
り
も
、
規
則
性
が
は
っ
き
り

し
な
い
よ
う
で
す
。
と
い
う
の
も
、
日

本
の
冬
の
天
候
は
、
中
国
北
部
な
ど
と

同
じ
シ
ベ
リ
ア
高
気
圧
と
、
そ
の
他
に

太
平
洋
高
気
圧
の
影
響
を
受
け
ま
す
。

こ
の
た
め
、
三
寒
四
温
の
規
則
性
が
あ

ま
り
な
い
の
で
す
。
旧
本
に
三
寒
四
温

が
現
わ
れ
る
の
は
、
ひ
と
冬
に
一
回
あ

る
か
な
い
か
だ
と
い
う
文
献
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
寒
さ
が
厳
し
い
と
き
、

「
三
寒
四
温
と
い
う
か
ら
、
ま
も
な
く

暖
か
く
な
る
よ
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
記

憶
を
も
つ
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
だ
か

ら
日
本
人
は
冬
か
ら
春
に
か
け
て
、
三

寒
四
温
を
い
つ
も
肌
で
感
じ
て
い
た
よ

う
な
気
が
す
る
の
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
三
月
二
十
三
日
は
「
世

界
気
象
デ
ー
」
で
す
。
世
界
気
象
機
関

（
W
M
O
）
の
条
約
が
発
効
し
た
日
を

記
念
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
日
は
、
気

象
に
不
可
欠
な
国
際
協
力
や
、
気
象
機

関
が
ど
の
よ
う
な
責
任
を
果
た
し
て
い

る
か
な
ど
を
P
R
す
る
行
事
が
、
世
界

各
国
で
行
わ
れ
ま
す
。

（12）




